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実
施
さ
れ
た
。 

 

Ｅ
Ｍ
と
い
え
ば
、
ボ
カ
シ
と
い
わ
れ

る
生
ゴ
ミ
堆
肥
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

プ
ー
ル
清
掃
で
は
Ｅ
Ｍ
活
性
液
を
使

用
す
る
。
Ｅ
Ｍ
（
有
用
微
生
物
群
）
が

ヘ
ド
ロ
や
木
の
葉
の
ゴ
ミ
な
ど
を
分

解
し
、
ゴ
ミ
を
減
量
す
る
と
同
時
に 

    

悪
臭
を
押
さ
え
、
清
掃
時
間
を
大
幅
に

短
縮
し
、
作
業
の
安
全
性
を
高
め
、
し

か
も
排
水
が
環
境
を
浄
化
す
る
と
あ

っ
て
、
近
年
全
国
的
に
多
く
の
学
校
で

こ
の
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
三

島
市
で
は
初
の
試
み
。 

 

四
月
五
日
に
Ｅ
Ｍ
活
性
液
二
百
五 

 
 
 
 
 
 

三
島
市
の
小
・
中
学 

校
の
プ
ー
ル
清
掃
は
、

生
徒
の
手
で
行
わ
れ
て
い
る
。プ
ー
ル

は
夏
が
終
わ
る
と
水
を
張
っ
た
ま
ま

で
、翌
年
の
シ
ー
ズ
ン
ま
で
約
八
ヵ
月

を
過
ご
す
が
、そ
の
間
に
消
毒
剤
は
劣

化
し
、プ
ー
ル
の
中
に
木
の
葉
や
虫
の

死
骸
な
ど
の
ゴ
ミ
が
溜
ま
り
、 

汚
染
さ
れ
て
い
く
。
プ
ー
ル 

開
き
前
の
清
掃
で
は
、
水
底 

に
溜
ま
っ
た
ゴ
ミ
や
ヘ
ド
ロ 

の
悪
臭
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
、生
徒
た

ち
は
終
日
ブ
ラ
シ
が
け
を
す
る
。こ
の

状
況
を
改
善
し
よ
う
と
、静
岡
Ｅ
Ｍ
普

及
協
会
々
員
の
大
橋
俊
弘
氏
が
、三
島

市
教
育
委
員
会
に「
Ｅ
Ｍ
活
用
で
環
境

に
や
さ
し
い
プ
ー
ル
清
掃
」
を
提
案

し
、
今
年
、
上
岩
崎
プ
ー
ル
で
試
験
的 

十
㍑
を
投
入
、そ
の
ニ
カ
月
半
後
の
六

月
十
八
日
に
プ
ー
ル
の
水
を
抜
き
清

掃
し
た
。ヘ
ド
ロ
が
な
い
た
め
排
水
は

順
調
で
、一
時
間
程
で
プ
ー
ル
の
水
色

の
底
が
見
え
た
。
こ
の
間
、
悪
臭
は
な

い
。
排
水
口
に
は
例
年
、
作
業
員
が
張

り
付
い
て
悪
臭
の
な
か
で
必
死
に
木 

    

の
葉
や
ヘ
ド
ロ
を
か
き
集
め
る
の
だ

が
、今
年
は
作
業
員
は
排
水
口
の
監
視

役
だ
け
で
す
ん
だ
。
ゴ
ミ
の
量
も
、
例

年
は
四
十
五
㍑
の
ゴ
ミ
袋
が
十
五
個

並
ぶ
と
こ
ろ
、今
年
は
十
㍑
位
の
バ
ケ

ツ
に
一
杯
半
分
。Ｅ
Ｍ
の
有
効
性
が
改

め
て
示
さ
れ
た
結
果
だ
っ
た
。 

気
に
な
る
費
用
は
、Ｅ
Ｍ
活
性
液
二
百

五
十
㍑
で
二
万
五
千
円
。ゴ
ミ
や
ヘ
ド

ロ
を
袋
に
詰
め
、運
搬
し
焼
却
す
る
費

用
や
清
掃
の
人
件
費
、
洗
剤
代
、
作
業

す
る
人
の
健
康
や
安
全
、さ
ら
に
環
境

浄
化
を
考
え
れ
ば
、お
つ
り
が
く
る
く

ら
い
だ
ろ
う
。 

大
橋
氏
は
今
後
も
教
育
委 

員
会
に
働
き
か
け
、
将
来
的 

に
は
市
内
の
小
・
中
学
校
に 

Ｅ
Ｍ
プ
ー
ル
清
掃
を
普
及

し
た
い
考
え
で
あ
る
。子
供
達
の
安
全

や
作
業
効
率
、
環
境
浄
化
、
環
境
学
習

の
教
材
に
も
な
り
う
る
な
ど
多
く
の

可
能
性
を
秘
め
た
Ｅ
Ｍ
プ
ー
ル
清
掃
。

「
環
境
先
進
都
市
」を
自
称
す
る
市
の

対
応
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。 

 
 
 
 

徳
倉 

エ
コ
か
あ
ち
ゃ
ん 

主
張 

Ｅ
Ｍ
で 

地
球
に
や
さ
し
い
プ
ー
ル
清
掃 

上
岩
崎
プ
ー
ル
で
三
島
初
の
試
み 

０７年度 地方交付税、三島市は一転不交付 

三島市の財政は大丈夫？ 
三
島
市
の
二
〇
〇
七
年
度
予
算

で
は
普
通
交
付
税
が
三
億
円
計
上

さ
れ
て
い
た
が
、
国
の
査
定
で
法

人
関
連
の
税
収
増
が
見
込
ま
れ
る

と
し
て
、
一
転
し
て
三
島
市
は
不

交
付
団
体
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
市

の
予
算
編
成
上
の
見
込
み
に
対

し
、
国
の
交
付
税
算
定
基
準
が
よ

り
厳
し
く
な
っ
た
た
め
だ
。 

三
位
一
体
改
革
に
よ
る
、
交
付

税
縮
減
の
流
れ
が
上
の
表
か
ら
読

み
取
れ
る
。
二
〇
〇
六
年
度
は
七

億
六
千
万
円
交
付
さ
れ
て
い
た
も

の
が
、
〇
七
年
度
は
い
き
な
り
ゼ

ロ
と
な
っ
た
。
交
付
基
準
は
、
基

準
財
政
需
要
額
に
対
す
る
基
準
財

政
収
入
額
の
比
で
あ
る
財
政
力
指

数
が
一
超
も
の
は
不
交
付
と
の
事

だ
が
、
三
島
市
の
財
政
力
指
数
は

わ
ず
か
に
一
を
下
回
る
。 

思
わ
ぬ
不
交
付
に
よ
り
、
市
は
、

不
足
す
る
三
億
円
の
予
算
を
削
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
繰
入
金

や
歳
出
抑
制
で
調
整
し
そ
の
影
響

を
見
か
け
上
抑
え
て
い
る
。
〇
七

年
度
九
月
補
正
予
算
の
歳
入
で

は
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、

繰
入
金
等
総
計
三
億
五
千
万
円
増

加
。
一
方
、
交
付
税
、
市
債
、
繰

越
金
が
合
計
四
億
四
千
万
円
減
。

歳
出
で
は
土
木
費
、
教
育
費
が
減
。

歳
入
歳
出
予
算
は
全
体
で
約
八
千

四
百
万
円
の
減
額
だ
。 

 

二
〇
〇
六
年
度
の
一
般
・
特
別

会
計
の
歳
入
規
模
は
五
九
二
億

円
。
そ
の
う
ち
収
入
未
済
額
は
三

十
三
億
円
。
五
．
六
％
も
の
税
金

の
徴
収
漏
れ
が
あ
る
。
そ
の
う
ち

徴
収
不
可
能
と
し
て
、
不
納
欠
損

処
分
し
た
額
は
二
千
二
百
万
円
に

上
っ
て
い
る
。
税
源
移
譲
に
よ
り

市
税
の
率
が
高
ま
る
中
、
徴
収
漏

れ
が
拡
大
す
る
と
、
市
財
政
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。 

ま
た
、
二
〇
〇
六
年
度
末
の
市

債
残
高
は
三
五
〇
億
円
。
そ
の
内
、

元
利
償
還
分
は
国
が
全
額
補
填
し

て
く
れ
る
と
い
う
減
税
補
填
債
等

は
百
十
八
億
円
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
は
国
が
全
額
補
填
す
る

と
い
う
も
の
の
、
実
際
は
交
付
税

算
定
の
際
、
基
準
財
政
需
要
額
に

加
算
さ
れ
る
だ
け
で
、
交
付
税
が

不
交
付
に
な
る
と
、
将
来
、
本
当

に
そ
れ
ら
が
手
当
て
さ
れ
る
の
か

怪
し
く
な
っ
て
く
る
。 

税
源
移
譲
が
益
々
進
め
ば
、
地 

       

航
予
定
は
全
日
空
の
新
千
歳
、
沖
縄 

各
一
日
一
便
（
小
型
機
一
七
〇
人

乗
）
鈴
与
の
新
千
歳
、
福
岡
各
一
日

三
便
（
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
機
、
七
〇
人

乗
）
ア
シ
ア
ナ
航
空
の
韓
国
一
日
一

便
（
小
型
機
一
七
〇
人
乗
）。 

▼
ど
う
多
く
見
積
も
っ
て
も
実
質

需
要
は
三
〇
万
か
ら
五
〇
万
人
止

ま
り
。
採
算
ラ
イ
ン
は
年
間
百
万
人

と
い
わ
れ
て
い
る
。
静
岡
県
は
近
く

に
関
西
空
港
、
羽
田
空
港
等
の
大
型

国
際
空
港
が
控
え
、
国
内
線
は
沖

縄
、
鹿
児
島
、
福
岡
、
札
幌
の
四
空

路
し
か
な
い
静
岡
空
港
の
利
用
客

は
多
く
は
見
込
め
な
い
。
あ
る
民
間

の
試
算
に
よ
る
と
、
開
港
し
て
も
毎

年
三
億
～
四
億
円
の
赤
字
が
見
込

ま
れ
る
と
の
こ
と
。
こ
れ
ま
で
空
港

建
設
を
遮
二
無
二
進
め
て
き
た
石

川
県
知
事
は
そ
の
事
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

▼
そ
う
い
え
ば
、
二
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特

番
「
徹
底
討
論
、
開
港
ま
で
あ
と
二

年
、
静
岡
空
港
の
こ
れ
か
ら
」
と
い

う
番
組
で
、
知
事
は
『
グ
ラ
ン
シ
ッ

プ
は
建
設
当
初
、
採
算
性
が
議
論
さ

れ
た
が
、
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
話
題

に
も
な
ら
な
い
。・
・
・
そ
の
グ
ラ

ン
シ
ッ
プ
は
年
間
八
億
円
の
赤
字
。

空
港
は
着
陸
料
が
丸
々
入
ら
な
く

て
も
、
今
の
想
定
で
は
五
億
円
強
の

赤
字
で
、
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
に
比
べ
は

る
か
に
少
な
い
』
と
い
う
驚
く
べ

き
、
何
と
も
呆
れ
て
し
ま
う
発
言
が

飛
び
出
し
た
。 

▼
鈴
与
の
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
航
空
の

場
合
、
七
〇
％
と
全
国
的
に
見
て
も

高
い
平
均
利
用
率
を
目
指
し
て
い

る
上
、
一
部
大
手
と
路
線
が
重
な
る

た
め
、
採
算
を
ど
う
と
る
か
が
課
題

に
な
る
。
岩
崎
俊
一
・
県
空
港
部
長

は
「
要
請
が
あ
れ
ば
、
将
来
的
に
支

援
も
検
討
し
た
い
」
と
話
し
た
。 

▼
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
あ
る
幹
部
は
「
開
港
時

は
国
土
交
通
省
や
自
治
体
か
ら
圧

力
が
か
か
る
か
ら
、
何
と
か
飛
ば
す

が
、
半
年
も
す
れ
ば
、
赤
字
便
は
切

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
の
こ

と
。
末
路
が
す
で
に
見
え
て
い
る
。 

▼
静
岡
空
港
は
い
よ
い
二

〇
〇
九
年
開
港
す
る
予
定

だ
。
県
の
需
要
予
測
は
、
国

内
だ
け
で
も
年
間
一
〇
六

万
人
の
利
用
客
を
見
込
ん

で
い
る
。
開
港
ま
で
一
年

半
、
航
空
各
社
の
現
在
の
就 

わ
れ
る
以
前
で
あ
り
、
現
状
で
も

法
に
は
触
れ
な
い
。
し
か
し
、
法

に
触
れ
な
い
と
は
い
え
基
準
値
を

超
え
る
問
題
は
検
討
し
な
け
れ

ば
・
・
・
。
ま
た
、
環
状
線
や
イ

ン
タ
ー
は
国
の
事
業
と
の
話
し
。 

 

加
茂
団
地
住
民
に
し
て
み
れ

ば
、
ゴ
ミ
焼
却
施
設
、
ゴ
ミ
埋
立

処
分
場
、
火
葬
施
設
、
環
状
線
イ

ン
タ
ー
等
、
ど
の
町
内
で
も
嫌
が

ら
れ
る
施
設
が
集
中
し
て
お
り
、

団
地
内
に
は
不
満
や
苦
情
が
渦
巻

い
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
十
数
年

も
前
か
ら
住
民
を
巻
き
込
み
、
問

題
が
生
じ
て
は
消
え
て
き
た
が
、

根
本
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

三
島
市
政
が
街
中
心
部
ば
か
り
に

向
け
ら
れ
た
事
業
に
偏
っ
て
い
た

か
ら
で
は
と
も
言
え
る
。 

と
も
大
き
い
の
は
土
地
開
発
基
金

で
十
五
億
円
、
庁
舎
建
設
基
金
の

一
〇
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
人
口

十
一
万
人
の
三
島
市
に
し
て
は
少

な
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。 

と
こ
ろ
で
各
種
基
金
は
使
途
が

限
定
さ
れ
て
お
り
、
巨
大
地
震
等

の
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
三
島

市
の
財
政
的
手
当
て
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
心
配
に
な
る
。 

 

方
交
付
税
は
こ
の
先
交
付
さ
れ
る

見
通
し
は
無
く
な
り
、
今
ま
で
国

が
補
填
し
て
く
れ
る
と
し
て
、
借

金
を
膨
ら
ま
せ
て
来
た
付
け
が
降

り
か
か
っ
て
来
る
こ
と
は
避
け
ら

れ
な
く
な
り
そ
う
だ
。 

 

一
方
、
家
庭
で
の
預
貯
金
に
相

当
す
る
基
金
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
、
〇
六
年
度
末
の
現
在
高
総
額 

は
三
十
八
億
円
。
そ
の
う
ち
も
っ 

第２５回 核兵器をなくし平和をつくる 

三島市民のつどい 
２００７年１０月２７日（土）１３時より 協力券 １０００円 
三島市民文化会館小ホール 
１３：３０ 平和をうたう合唱団（混声合唱組曲「悪魔の飽食」全曲） 
１４：１５ 平和のメッセージ 
１５：００ ナターシャ・グジーのパンデゥーラ弾き語り 
１５：４５ ナターシャ・グジーと「平和」を歌おう TEL：９８１－０９７０（福尾） 

 

八
月
二
四
日
、
加
茂
団
地
の
町

内
会
長
名
に
よ
り
三
島
市
に
「
要

望
書
」
が
提
出
さ
れ
た
。
内
容
は
、

加
茂
団
地
北
の
三
島
市
清
掃
セ
ン

タ
ー
第
一
廃
棄
物
処
分
場
を
通
る

東
駿
河
湾
環
状
道
路
建
設
に
伴

い
、
国
土
交
通
省
が
処
分
場
試
掘

調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
環
境
基

準
値
を
超
え
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
等

の
有
害
物
が
検
出
さ
れ
た
問
題

だ
。
調
査
は
平
成
十
六
年
七
月
末

か
ら
八
月
上
旬
に
行
わ
れ
た
も
の

だ
が
、
土
壌
分
析
結
果
は
、
基
準

値
三
ｎ
ｇ
（
ナ
ノ
グ
ラ
ム
）
／
Ｋ 

 

ま
た
、
加
茂
イ
ン
タ
ー
建
設
は
、 

排
気
ガ
ス
、
振
動
、
騒
音
の
増
加
、

交
通
事
故
の
発
生
等
が
懸
念
さ

れ
、
こ
れ
ら
重
大
問
題
の
解
決
に
、

三
島
市
か
ら
何
等
解
決
策
が
提
示

さ
れ
な
い
ま
ま
計
画
が
進
め
ら
れ

て
き
た
と
い
う
。 

更
に
、
加
茂
団
地
住
民
に
と
っ

て
廃
棄
物
処
分
場
の
安
全
対
策
、

良
好
な
居
住
環
境
の
保
全
、
健
康

被
害
の
防
止
か
ら
も
、
国
土
交
通

省
に
対
し
即
時
、
環
状
道
路
建
設

工
事
の
中
止
の
要
請
及
び
加
茂
イ

ン
タ
ー
建
設
計
画
の
廃
止
を
切
望

す
る
と
し
て
い
る
。 

 

清
掃
セ
ン
タ
ー
関
係
者
に
尋
ね

て
み
た
ら
、
第
一
処
分
場
は
昭
和
五

九
年
か
ら
平
成
七
年
ま
で
に
埋
た

も
の
で
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
規
制
が
行 

ｇ
に
対
し
処
分
場
内
は
一
〇
ｎ
ｇ

に
至
る
所
も
あ
る
。 

 

要
望
書
で
は
、
道
路
建
設
予
定

地
の
第
一
廃
棄
物
処
分
場
は
、
底

部
分
に
遮
蔽
シ
ー
ト
が
無
く
、
側

面
も
無
断
拡
張
さ
れ
た
部
分
の

み
。
こ
の
た
め
道
路
建
設
工
事
に

伴
う
有
害
物
質
の
飛
散
、
流
出
等

が
懸
念
さ
れ
、
更
に
、
第
一
処
分

場
地
域
は
、
土
砂
災
害
危
険
区
域

と
重
な
り
、
集
中
豪
雨
、
大
地
震

等
に
よ
る
崩
壊
や
有
害
物
質
流
出

の
恐
れ
が
考
え
ら
れ
る
と
の
こ

と
。 

加
茂
団
地
、
環
状
線
と 

 

ゴ
ミ
処
分
場
問
題 

 

区分・年度 ０２年度（Ｈ１４）０３年度（Ｈ１５）０４年度（Ｈ１６）０５年度（Ｈ１７）０６年度（Ｈ１８）

普通交付税 2,276,862 1,837,726 1,734,350 1,446,047 762,050

特別交付税 326,265 304,239 272,025 243,053 221,056

合　　　　計 2,603,127 2,141,965 2,006,375 1,689,100 983,106

財政力指数 0.853 0.807 0.878 0.900 0.950

最近５年間の三島市地方交付税の推移（単位：千円）


